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立神峡だより
新年あけましておめでとうございます

【お問い合わせ先】立神峡公園管理棟 ホームページアドレス
☎ 62-1543  ＦＡＸ62-1546 （8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com

▲親子で楽しく体験コーナー

▲植樹活動にはたくさんの少年団も参加しました

▲サルも来園。散歩の際はご用心

　皆さま輝かしい新年をお迎えのことと思います。ここ立神峡においても、昨年は素晴らしい
業績を上げることが出来ました。スタッフ一同決意を新たに、今年は昨年以上の業績向上を目
指します。
　本来ならば、年末年始は休業するところですが、昨年に引き続き「新年を立神峡で迎えたい」
という人が増加し幸先のいいスタートを切ることができました。
　昨年は、水難事故も３年連続無事故を継続することができ、本年もこれをさらに継続するこ
とを目指して頑張る所存です。
　町民の皆さまにおかれましても、引き続き本年も数多くのご利用をスタッフ一同お待ち申し
上げます。

里山フェスタで里山の味覚を満喫

　毎年恒例となった里山フェスタを11月26日に開催し
ました。今年は、開催日を八代妙見祭と重ならないよう
に調整したところ、あいにくの雨にも関わらず多くの人
たちに来園いただきました。特に、『里山の恵みを喰らう』
と題して準備をした鹿肉カレ－や猪鍋、川ガニなどの里
山ならではのご馳走は大盛況で、皆さん美味しそうに食
されていました。各種の体験では、親子で楽しめる巣箱
づくりや竹灯籠・シイタケの駒打ち体験などのほかに、
今回初めて実施した自然観察会でも多くの人たちが参加
し立神峡の自然の素晴らしさを堪能されていました。
　里山フェスタと併せて平成29年度八代地域植樹活動
も開催しました。緑化関係の表彰や緑の少年団の誓いの
言葉に引き続き、記念植樹でツツジやモミジなどの植樹
を八代ナザレ園緑の少年団や藤本一臣町長も参加して植
えられました。

立神峡に猿が現れる
　１２月の初め、龍神橋を見ると野生のニホンザルが
ひょっこりと姿を現し、手すりに座りこちらを見てい
たので、直ぐにカメラを構え写真を撮りました。しば
らく、こちらの様子を見た後、龍神橋を渡り、姿を消
しました。以前、火の国橋の所で、お尻の赤い猿を見
かけて以来の出来事でした。　
　今年は、折しも戌年です。犬猿の仲と言いますが、
散歩をする皆さまの飼い犬と猿が鉢合わせをしないこ
とを祈るばかりです。
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